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　「武士道」解題　　李　登輝　著　（株）小学館

ノーブレス・オブリージュとは（no-blesse o-blige 英語・仏語）
（高き身分の者にともなう義務）
概要：

著者は、李登輝（旧制台北高等学校卒業後、京都帝国大学農学部に進学、その後陸軍に志願入隊し二等兵から陸軍少尉に昇級、その後、台北市長、総統になる。）日本人クリスチャンである新渡戸稲造が英語で著した「武士道」を台湾人クリスチャン李登輝が日本語で読み解いている。最後に「日本人よ　自信を、日本人よ「武士道」を忘れるな」と忠告している。武士道精神とは、何か、いっそう見えてくる。
第1部 日本的教育と私

第1章 世界に目を開いてくれた先哲の教え　

第2章 新渡戸稲造との出会い

青春時代の魂の遍歴に最も大きな影響を与えた３冊は、

ゲーテの「ファウスト」、倉田百三の「出家とその弟子」、トマス・カーライルの「衣服哲学」そしてこの３冊をアウフヘーベン（止揚）したところに新渡戸稲造の「武士道」がある。
第3章 新渡戸稲造、国際人への旅立ち

　1900年の「武士道」の公刊とその反響。
世界中から大きな反響がおこる。なかでもアメリカ合衆国大統領セオドア・ルーズベルトは、多忙にもかかわらず徹夜で読破した。そして感動のあまり翌日、ただちに数十冊を一括購入し世界中の要人に「是非一読することを勧める」という説明とともに贈り、ホワイトハウスを訪れる政財界の指導者たちに自ら配ったということである。
第2部 「武士道」を読む
第1章 道徳体系としての武士道

「武士道」の中に「永遠の真理」見出した。
日本の「武士道」は、素晴らしいものであり、天下無比のパワーを秘めている。「不言実行」あるのみの不文律を築き上げてきた民族の血を引く日本人は、もっと自信と誇りを持って、積極的に「国際社会のリーダー」の役割を果たしていくべきではないだとうか。
第２章　武士道の源泉

キリスト教のみならず儒教や仏教などありとあらゆる宗教や思想を闊達に引用しながらいわゆる「道徳体系としての武士道」の本質を説き明かしている。
第３章　義
「義」というのは、「武士道」を考えていく上でも最も重要な観念の一つであり、決して「個人」や「私」的なレベルに閉じ込めておくべきことではなく、必ず「公」のレベルまで高く引き上げて受け止めていかなくてはならない。
第４章　勇
「義」と「勇」と「仁」と「忠」と「誠」とを渾然一体となった「武士道」精神の根幹をなすものとして説いている。もともと学者か伝道師として生涯を全うしようと思っていた李登輝が思いがけなく政治の道へと足を踏みいれてしまったものも、「天下為公」「滅私奉公」といった「武士道」精神に無意識のうちに衝き動かされてのことであったように感じる。
第５章　仁

「武士道」における「仁」というのは、真の「リーダーシップ」とはどうあるべきなのか、という一点につきる。そして「仁」が人を生み、人が「仁」を生む。すなわち。国民や国家の真のリーダーというのは、時代の要請によって輩出してくるものであり、その人に「仁」がければ、必然的に消えていかざるを得ない。
第６章　礼

日本人は、非常に礼儀正しい。ところが、これには、実体が伴わないことが往々にしてみられないこともない。実体を伴わないということは、表面的な形で礼を表現しても礼を尽くす目的が何であるかわからない状態である。形式的な礼は実質的な心を失っている。
第７章　信と誠

李登輝は、「誠」という徳目を「仁」よりもさらに大切なものとして、上位に置いている。特に、人の上に立つ人「為政者」にとっては、「誠」は絶対不可欠なものである。
第8章　名誉
「名誉」の中で新渡戸稲造が繰り返し述べているのは「武士道の中心には、名誉があった」という真実である。これは、現代の日本にとっても極めて大事なことである。　子供のころから徹底的に名誉感をたたきこまなければ手遅れになる。
第９章　忠義

「名誉」と「忠義」は表裏一体にして不可分の関係にあるとしている。この「忠義」という観念を他の何ものにもまして重要なものとしてとして。いわゆる「人倫」の最高位に据えたのは、日本人だけである。（戦後の日本では、このような考え方を非民主的なこととして否定する傾向が強いようである）。

第１０章　武士の教育および訓練
新渡戸稲造は、「武士道は非経済的である」と明言している、なぜなら「武士」という身分や金など全く期待しない、期待してはいけない仕事に身を捧げた人々ととらえている、そして、そのような尊い仕事をする典型的な聖職者の代表的なものとして「武士」を育てる上で絶対不可欠な「教師」という存在をあげている。日本には、「武士道」という世界一素晴らしい精神的支柱がある。

１１章　克己

新渡戸稲造が強調しているのは、日本的に消化された「外見的ストィック主義」である。よく、「ジャパニーズ・スマイル」という言葉が話題となるが、決してマイナスの意味にとらえていない。「モナリザの微笑」にも一脈通じるところのある深遠な「笑み」である。
第１２章　切腹と敵討の制度

日本のクリスチャンの中でもパイオニア的な存在である新渡戸稲造にとって「ハラキリ」に象徴されるような日本人の「自殺」や敵討（かたきうち）などの考え方については、原則として同意しかねると思われる。しかし、それでもなお「武士道」の中にあえて「自殺および敵討の制度」という1章を設けて「大和魂」の中の「やむにやまれぬ」ことを述べている。

今日のような民主的で開かれた「裁判制度」が確立していなかったころの「ハラキリ」であり、当時としてはそうするより他に道はなかったのであるから、現代の「生命は地球よりも重い」という麗しいヒューマニズムでは律しきれぬ部分もあったに違いない。「武士道」の優れている点は、まさにそこにこそあると思う。

第13章　刀、武士の魂

日本ではいまも剣道が盛んである。そこでは、刀を大事にする武士道の心が伝えられているようである。実際、刀は、武士の魂とまでいわれ、大切にされてきた。明治維新で「廃刀令」が出され、人を斬る道具としての刀は、その実用性を失ったが武士がいかに刀を重視していたかを語り、そこに「象徴としての刀」の存在を説明している。
第１４章　女性の教育と地位

婦人には、婦人の役割、男性には男性の役割がある。婦人が役割を果たすところは、「キッチン」である。それぞれのところで自分に課せられた役割を果たすのだから、どちらが偉いなどという問題ではない。それぞれの役割を果たすという意味において「平等」である。ということを言っているのであって、何でもかんでも一緒くたにして「差別」などと皮相なスローガンを叫びたてていた戦後の「悪平等」論などとは、似ても非なるものである。
第15章　武士道の影響

戦後の日本では、いわゆる「平等主義」についての誤れる観念や解釈の影響からか、とかく「エリート」や「選良」といった一頭地を抜いて傑出した者の存在に関して、極めてネガティブで攻撃的ですらある論が長い間大手を振ってまかり通ったようである。いわゆる「悪平等主義」の横行であるが、その結果、上から下まで全てが不道徳ないしは反道徳の典型のようになってしまった。率先垂範するべき「貴き身分」（ノーブレス）の者がいなくなってしまった。これは、「武士道」が廃れたためといえるだろう。

第16章　武士道はまだ生きているか

桜花を「武士道」にたとえるとき、どうしても気になってくるのは、そのあまりにも潔い短い生命である。新渡戸稲造は、日本の国花のこの他に比類のない特性を巧みに引用しながら「武士道」のクライマックスへとわれわれを自然に誘（いざな）ってくれている。
第１７章　武士の未来

新渡戸稲造は、封建時代に積み上げられた「武士道」の欠点にも十分に留意しながら、それでもなお、毅然たる態度で、「善かれ悪しかれ我々を動かしたものは純粋無雑の武士道であった」と断言している。台湾の人々が日本に対して依然として尊敬の念を抱いているのもこのような精神があるからこそである。李登輝は、このような「日本精神」、すなわち、「義」を重んじ「誠」をもって率先垂範、実践するという「大和魂」の精髄がいまなお脈々として「武士道」精神の中に生き残っていると信じ切っているからこと日本および日本人を愛し、尊敬している。

新渡戸稲造は、日本でも最初の本格的な「国際人」であった。そして「国際連盟」をはじめとする国際社会における活躍ぶりは、世界中の注目を集め、高い評価と尊敬をうけていたが、そのような時代の最先端を行く中で発表して「武士道」だったからこそ、なおのことその意義は計り知れないくらい大きい。「グローバライゼーション」の時代に突入する中でますます「私は、何ものであるか」というアイデンティティが重要なファクターとなっている。　その意味においても「武士道」という名の根本精神はますます必要不可欠な土台となってくる。　最後に、もう一度繰り返して申し上げておきたい。日本人よ、自信をもて、日本人よ、「武士道」を忘れるな、と。
